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【【報報告告書書要要旨旨】】11  

ⅠⅠ  背背景景とと目目的的  

高齢者人口の増加と生産年齢人口の減少に伴い、介護サービスへの需要に対して介護人材
の供給が追い付いていない。人材供給源の確保の視点から、介護未経験者の参入行動の促進
が喫緊の課題となっており、短期間で効果が得られる施策の検討が必要である。短期間で行
動を変える政策手法として、意思決定を取り巻く環境の設計を通して行動の妨げとなる要因
を解消し、人々の自発的な行動変容を促せるナッジ（nudge）が挙げられる。 

以上を踏まえて、本研究は、求職者支援訓練で受講できる介護職員初任者研修に対する求
職者の受講行動の促進におけるナッジの効果検証を目的とする。 

 

ⅡⅡ  方方法法  

ナッジの受講行動促進効果の検証に関する 2 つの実証研究を行った。実証研究 1 では、
損失回避ナッジ （受講しないと月 10 万円の職業訓練受講給付金を受けられないことを強調
する文面）、長期利得ナッジ（受講後に仕事を手に入れられる・キャリアアップを実現でき
ることを強調する文面）、共感ナッジ（前向きな女性介護職員のインタビュー動画を提示し
た上で受講を勧める）に基づく受講案内の単独効果とそれらの組み合わせ効果を検証した。
実証研究 2 では、損失回避ナッジ、長期利得ナッジ、非顕示的共感ナッジ （実証研究 1 で用
いた共感ナッジを新たに命名したものであり、内容自体が共感ナッジと同じである）、顕示
的共感ナッジ （女性介護職員のインタビュー動画を提示し、彼女がどのような感情を抱いて
いるかを考えながら視聴するように求めた上で受講を勧める）、記述的規範ナッジ（多くの
人々が受講していることを強調する動画）、指示的規範ナッジ（受講して介護職に就くこと
は社会にとって望ましいことであると強調する動画）に基づく受講案内の提示形式を動画に
統一した上で、それらの単独効果を検証した。その上で、先行研究で得られた知見に基づき、
ナッジの効果をさらに男女別、身近に要介護者いるか否か別に検証した。2 つの実証研究で

 
1 本報告は、黄・印南（2024a, 2024b）で報告された内容を大幅にまとめ直したものであ
る。 

- 2 -



2 

 

【【報報告告書書要要旨旨】】11  

ⅠⅠ  背背景景とと目目的的  

高齢者人口の増加と生産年齢人口の減少に伴い、介護サービスへの需要に対して介護人材
の供給が追い付いていない。人材供給源の確保の視点から、介護未経験者の参入行動の促進
が喫緊の課題となっており、短期間で効果が得られる施策の検討が必要である。短期間で行
動を変える政策手法として、意思決定を取り巻く環境の設計を通して行動の妨げとなる要因
を解消し、人々の自発的な行動変容を促せるナッジ（nudge）が挙げられる。 

以上を踏まえて、本研究は、求職者支援訓練で受講できる介護職員初任者研修に対する求
職者の受講行動の促進におけるナッジの効果検証を目的とする。 

 

ⅡⅡ  方方法法  

ナッジの受講行動促進効果の検証に関する 2 つの実証研究を行った。実証研究 1 では、
損失回避ナッジ （受講しないと月 10 万円の職業訓練受講給付金を受けられないことを強調
する文面）、長期利得ナッジ（受講後に仕事を手に入れられる・キャリアアップを実現でき
ることを強調する文面）、共感ナッジ（前向きな女性介護職員のインタビュー動画を提示し
た上で受講を勧める）に基づく受講案内の単独効果とそれらの組み合わせ効果を検証した。
実証研究 2 では、損失回避ナッジ、長期利得ナッジ、非顕示的共感ナッジ （実証研究 1 で用
いた共感ナッジを新たに命名したものであり、内容自体が共感ナッジと同じである）、顕示
的共感ナッジ （女性介護職員のインタビュー動画を提示し、彼女がどのような感情を抱いて
いるかを考えながら視聴するように求めた上で受講を勧める）、記述的規範ナッジ（多くの
人々が受講していることを強調する動画）、指示的規範ナッジ（受講して介護職に就くこと
は社会にとって望ましいことであると強調する動画）に基づく受講案内の提示形式を動画に
統一した上で、それらの単独効果を検証した。その上で、先行研究で得られた知見に基づき、
ナッジの効果をさらに男女別、身近に要介護者いるか否か別に検証した。2 つの実証研究で

 
1 本報告は、黄・印南（2024a, 2024b）で報告された内容を大幅にまとめ直したものであ
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は、対象者を無作為に統制群と介入群に振り分け、統制群には従来厚生労働省が用いてきた
受講案内を提示し、介入群には各種ナッジに基づく受講案内を提示した。介入実施約 14～
18 日後の対象者の行動変容ステージ（受講意思と受講行動）をアウトカムとして用い、各
行動変容ステージにおいて統制群と介入群の間で差があるかをロジスティック回帰分析に
よって検証した。 

 

ⅢⅢ  結結果果  

実証研究 1 では、二項ロジスティック回帰分析の結果、損失回避ナッジ、長期利得ナッジ、
共感ナッジの組み合わせに基づく受講案内の有効性が示された。 

実証研究 2 では、順序ロジスティック回帰分析の結果、対象者において有効なナッジは
見られなかった。一方、女性求職者において長期利得ナッジが有効であり、身近に要介護者
がいる求職者において顕示的共感ナッジが有効であったことがわかった。 

以上の結果を踏まえ、介護職員初任者研修に対する求職者の受講行動を促すために、①単
一のナッジよりも複数ナッジを組み合わせた施策の導入が効果的であること、②ナッジ効
果の異質性を考慮したナッジの活用が必要であることが示唆された。 

 

ⅣⅣ  報報告告書書のの構構成成  

本報告書の構成は以下のとおりである。 

1 章では、これまで取り組まれてきた介護人材確保対策とその限界について議論を行った
上で、介護人材不足の緩和における求職者支援訓練の役割とその重要性について検討する。
2 章では、ナッジの定義と実装事例について解説を行った上で、求職者支援訓練の介護職員
初任者研修に対する求職者の受講行動の促進におけるナッジの適用可能性と適用方法につ
いて述べる。3章と 4 章では、求職者の受講行動変容を一連の発展段階として捉える行動変
容ステージモデル（前熟考期、熟考・準備期、情報探索期、実行期間）を用いて、ナッジに
基づく受講案内が求職者の受講行動にどのような影響を与えたかを 2 つの実証研究を通し
て検証し、考察を行う。5 章では、本研究の意義と限界について述べる。  
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また、研究組織は以下のとおりである。 

 

（研究代表者） 

印南 一路  医療経済研究機構 副所長 

 

（研究分担者） 

黄 辰悦  医療経済研究機構 協力研究員 
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（研究代表者） 
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